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要旨：	
	 乳酸菌は乳製品 (チーズやヨーグルト)や漬物などの食品の製造において重要な役

割を果たしているが、近年では代表的なプロバイオティクス (適量摂取により宿主

の健康維持に有益な働きをする生きた微生物)(FAO/WHOによる定義)として知られるよう

になり、整腸作用、花粉症症状緩和作用などの様々な効用が報告されている。

農研機構畜産研究部門は前身の農林水産省畜産試験場の時代から乳業用の乳酸

菌を保管し、我が国の産業に役立ててきた。その後、1999年〜2000年に農水省
のプロジェクト研究予算などにより約 2,400 株の乳酸菌ライブラリーを構築し
た。また、農水省のジーンバンク事業により毎年乳酸菌の収集を行っており、

保有菌株数は年々増加している。これらの乳酸菌を用いた機能性研究では、コ

レステロール吸着作用、細胞性免疫賦活作用、抗酸化作用、老化抑制作用など

を報告している。このうち、H61株 (Lactococcus lactis subsp. cremoris H61)は、半世紀

以上前に分離され、風味の良いヨーグルトの製造に使われてきたが、その後、

加熱処理をした H61 菌体のマウスへの投与により、老化の進行に伴う大腿骨骨
密度の減少の抑制や皮膚の劣化を軽減すること 1)、加齢性難聴を抑制すること 2)  
などの老化抑制作用を有することが見出された。ヒトにおいては、H61株で製造
したヨーグルトや加熱処理菌体の摂取による肌の状態の改善が報告されている
3)-5)。本セミナーでは農研機構が保有するプロバイオティクスについて概説する

とともに、H61株の前述の機能について、詳しい作用、メカニズム解析の進捗状
況に加え、今後の展開について述べる。	
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